
​【調教支配】鬼畜常務の業務外命令​
​～成績優秀で生意気な部下を理屈で屈服させ、メス顔に変えて奴隷化するまで～​

​サンプル（一部抜粋）​

​「どうぞ。」​

​（ドアの開閉音）​

​「座れ。」​

​「お前宛てに社員から苦情だ。​
​残業を一切しない、成績だけはいいから誰も何も言えないから常務から注意してほしい。と​
​な。」​

​「何が問題なんですか…か。​
​相変わらず、お前は生意気な女だな。」​

​（ギシっと椅子から立ち上がる音）​

​「お前は自分を過信しすぎじゃないか？」​

​（コツコツとゆっくりと歩く足音）​

​「…しょうがない。​
​特別に一つ、業務外命令をこなせたら昇進を考えてやる。」​

​「そう。業務外命令だ。やるか？」​

​「（小馬鹿にしたように笑う）はは。​
​そうやって、必死に今まで契約を取ってきたんだろうな。​
​だが、今のその決断は愚行だな。」​

​「へえ…すごいな。​
​クリトリスがヒクヒクして大きくなってる。もっと擦ってあげようか。」​

​（くにゅくにゅ指の先でクリトリスを刺激する音）​

​「どうして抵抗しようとするのか、理解できないな。堕ちた方が楽なのに。」​

​（ぐじゅっと膣に指を入れる音）​

​「ほら、まだ抗えるのか？​
​おまんこの中もヒクヒクさせて、限界なくせに。」​


